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社会福祉法人伊東つくし会 つくし保育園
Ｔｅｌ 0557-48-7747 / FAX 0557-52-6505

Eメール ： tukushi＠rx.tnc.ne.jp

開園から１年が経ちました 園長 平澤幸子

平成28年6月発行

Ｖｏｌ.2

開園して１年が経ち、初めて４人の年長児を卒園させることができました。そして２年めを迎え、新年度
の慌ただしさもやっと落ち着きを見せ、新入園児も「つくしっ子」として在園児とともに遊ぶ姿も見られるよ
うになりました。
さて、今、保育園はかつてないほど、待機児童問題に端を発し、マスコミなどで保育士の処遇について
も大きく取り上げられています。保育園の運営は、園児数に応じて国から出される公定価格（運営費）で
賄われます。ですから、一法人が保育士の処遇が悪いからといってどうする事もできません。国が専門
職として認め、その改善のために補助金を出さなければ待機児童問題も根本的に解決には至りません。
また、担当する園児数に対しての保育士数の見直しも大切です。国は保育士の持ち人数を最低基準と
して定めていますが、これも半世紀以上前に作られた基準です。保育士がひとり一人の子にゆったりと
接し、その子の思いを受け止めながら、保護者といっしょに子どもの成長を喜びあえるような保育を行っ
ていくためには、どうしても保育士の処遇改善と最低基準の見直しが必要です。
保育の資格がある人が、保育という仕事に喜びを持ち、保育士として働き続けようと思うような制度に
なってこそ待機児童問題も解消されると思います。
子どもは次代を担う宝です。待機児童問題も少子化問題も、子どもに多くの予算をかけてこそ解決す
ることだと思います。
そんな時代に２年めを迎えたつくし保育園ですが、どの子も輝いていられるような保育を行っていくた
めに、職員一同、力を合わせて尽力していきますのでこれからもどうぞよろしくお願いいたします。



2015.12月～2016.５月



子育て支援センターつくしんぼ行事予定 （つくし保育園の中に併設されています）
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http://www.tsukushi-hoikuen.org/
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I N F O R M A T I O N

５月１５日（日）吉田区民体育大会に参加させていた
だきました。

当日は、休日保育利用の園児と吉田区に住む園児
の参加。玉入れや競争に出させてもらい、楽しいひと
時を過ごすことができました。

ありがとうございました！！

食育の一環としてナガヤ吉田店さんが主催する「ファ
イブ・ア・デイ」にすいか組（年長）とめろん組（年中）が
参加しました。 最初につくし保育園で栄養のお勉強。
DVDやカードを使って食べ物の大切さをわかりやすく話

してもらいました。それから実際にナガヤ吉田店さんで
クイズ形式でお買い物をしました。みんなで栄養の話を
思い出しながらのお買い物。ワイワイガヤガヤと楽しい
ひと時でした。

最後におみやげをもらい、大喜びのすいか組とめろん
組。
ナガヤ吉田店さん、ありがとうございました。


